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1は じ め に

黒毛和種肥育素牛生産において低コスト化,省力化を図

るため,公共牧場の利用促進が求められている。しかし,

放牧育成した肥育素牛は,舎飼したものに比べ,増体が劣

る.見栄えが悪い等の理由から市場評価が低く,公共牧場

における黒毛和種肥育素牛生産はあまり進んでいない。こ

れまで,子牛の発育向上技術として,食餌性条件反応を利

用した音声誘導による効率的な集畜と1～ 4カ 月齢の子牛

への体重比02～05%量の補助飼料給与により放牧期間中
の DGを 0 8kg以上に確保できることを明らかにしてき
たll.

本試験では,放牧期間の延長と更なる発育向上を目的と

して,集約放牧条件下で別飼時の補助飼料給与量を検討し

た。

2試 験 方 法

試験は,1999年,2000年の2カ年行った。

(D 試験期間

1)1999年 :6月 3日 ～10月 20日 (139日 間)

2)2000年 :5月 25日～10月 26日 (154日 間)

12)放牧条件 (図 1)

1)牧区編成
6 haの 既存草地 (PR+TY主体)を 10牧区に分け,毎
日転牧した。

2)集畜方法
食餌性条件反応を利用して集畜を行った。すなわち,各

牧区から集畜スペースヘ誘導路を配置し,毎日,定時 (9

～10時頃)に鐘,ク ラクション等の条件音を鳴らして親子

牛群を集畜スペースに集畜した。親牛には条件付けのため

濃厚飼料を 1日 1頭当たり100～ 21Xl g給与した。

3)親子分離
集畜スペースに隣接して別飼スペースを設け,子牛に補

助飼料を摂取させた。集畜スペースと別飼スペースを仕切

る親子分離lIIの柱間隔はlm,有刺鉄線 (2段)の高さは

80c l及 び120cllと した。

4)平均放牧頭数
試験期間中の平均放牧頭数は,1999年が成牛246頭 ,子

牛161頭 ,2000年が成牛236頭,子牛177頭であった。

13)補助飼料

肉用牛肥育前期用飼料 (TDN72%,CP14%,DCP12
%)を ,1999年には体重比 1%量を上限として,2000年 に

は体重比 2%量を上限として給与した。

に)放牧終了後の飼養管理条件
各年とも粗飼料は飽食とし,濃厚飼料は前述の肉用牛肥

育前期用飼料を体重比 2%量を上限として給与した。

3 試験結果及び考察

表 1及び表 2にそれぞれ1999年及び2000年の放牧子牛の

放牧期間中の平均日増体量 (DC)を示した。両年とも区
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表 1 放牧期間中の発育状況 (1999年 ) (kg)

区分 1:開牧時から6カ 月月齢時まで滞牧したもの
区分 2:途中入牧したもの

表2 放牧期間中の発育状況 (2000年)   (kg)

あると考えられ,親子放牧時の子牛への補助飼料給与量は

体重比 1%量で十分であると考えられた。
先に述べたように,両年とも,放牧期間初期に入牧した

子牛に比べ,途中入牧子牛は放牧期間中の DGが低位で
あった。途中入牧子牛は既に入牧している子牛に比べ,入

牧時点で体重が40kg以上少なく,飼槽周辺にいても他の子

牛との競合により補助飼料を摂取できない様子がしばしば

観察された。このことから,入牧時期や体格により牛群を

2群に分けて,放牧するなどの対策が必要であると考えら

れた。

放牧終了後の舎飼期の成績を表 3に示した。雌では年次

間でばらつきがみられたものの,去勢では両年とも市場出

荷時の目標である31111日 齢,31Xl眩 を概ね達成できた。

表 3 舎飼期の増体
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区分 1,2:表 1に同じ

分 1で示した開牧時から6カ 月齢時まで滞牧した子牛の発

育は良好で,放牧期間中の平均 DGは ,体重比 1%量を上
限として補助飼料を給与した1999年では去勢0 96kg/日 ,

雌0 83kg/日 ,体重比 2%量を上限として給与 した2000年

では去勢1 07kg/日 ,蜘 81kg/日 と舎飼並であった。 し
かし,区分 2で示 した途中入牧子牛の放牧期間中の平均

DGはやや低位で,1999年には去勢)62kg/日 ,雌0 45kg
/日 ,201Xl年 には去勢0 74kg/日 ,雌0 72kg/日 ,と 1999

年でより低かった。図 2に示したように,開牧当初から滞

牧していた子牛でも,途中入牧子牛でも,両年とも放牧期

間中のDGの推移は,9月 中旬頃までは同様であった。
しかし,9月 中旬以降の発育に年次間差が認められ,1999

年は低位で,2000年は高位でDGが推移した。
データは示さないが,9月 以降は補助飼料給与量とは無

関係な母牛の体重も1999年は減少傾向,2000年は増加傾向

にあり,こ の時期の子牛の DGと 母牛の DGの間に有意
な正の相関が認められた (R=047, p<001)。 このこ

とから,年次間で子牛の 9月 下旬以降の DG推移に違い
がみられたのは,補助飼料給与量以外の要因によるもので
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以上のように,放牧期間中に体重比 1%量を上限として

補助飼料 (TDN72%,CP14%,DCP12%)を 給与する
ことにより,舎飼並 (去勢3 9kg/日 以上,雌0 8kg/日 以

上)の発育が得られ,適正な舎飼管理を行えば,去勢では

市場出荷目標である300日 齢,300kgを 達成できることが明

らかとなった。ただし,途中入牧した子牛の発育について

は今後の課題とされた。
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